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自
治
体
の
戦
争
体
験
に
お
け
る
一
般
性
と
地
域
固
有
性

土  

屋　
　

  

心

︱
東
京
都
府
中
市
の
事
例
分
析
か
ら
︱

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
自
治
体
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
戦
争
体
験
の
内
容
・
性
質
に
つ
い

て
、
東
京
都
府
中
市
の
事
例
分
析
を
通
し
て
概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

終
戦
か
ら
八
十
年
を
迎
え
る
現
在
、
体
験
者
の
高
齢
化
な
ど
の
理
由
か
ら
戦
争
体

験
の
継
承
が
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
体
験
集
や
講
演
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
で
継
承
の
た
め
の
試
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
多
種
多
様
な

戦
争
体
験
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
戦
争
体
験
は
一
般
書
や
テ
レ
ビ
番
組
で
接
す
る
機
会
が
多
い
が
、
学
術

の
世
界
に
お
い
て
も
戦
争
体
験
は
分
析
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
成
田
龍
一
や

福
間
良
明
ら
は
戦
争
体
験
に
つ
い
て
分
析
し
、
時
期
経
過
に
よ
る
語
ら
れ
方
の
変
化

や
、
語
る
世
代
に
よ
っ
て
体
験
に
異
な
る
特
徴
が
現
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る（
1

。）

こ
れ
ら
の
研
究
は
戦
争
体
験
集
や
自
己
体
験
に
も
と
づ
く
体
験
者
の
著
作
、
さ

ら
に
は
戦
争
に
関
す
る
出
版
物
な
ど
複
数
の
戦
争
体
験
を
対
象
と
し
て
、
刊
行
さ
れ

た
年
代
、
体
験
者
の
世
代
や
所
属
団
体
な
ど
に
分
類
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
一
個
人
の
戦
争
体
験
記
や
一
冊
の
戦
争
体
験
集
の
み
で
は
一
般
性
・
全
体

性
の
欠
如
と
い
う
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
戦
争
体
験
を
集

団
に
分
類
し
て
分
析
を
行
い
、
そ
の
共
通
す
る
特
徴
を
示
す
こ
と
で
各
集
団
、
年
代

の
戦
争
体
験
像
を
示
す
こ
と
が
歴
史
学
に
お
け
る
戦
争
体
験
論
の
手
法
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
戦
争
体
験
と
は
何
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い（

2

。）

赤
澤
史
朗
に
よ
る
と
、
戦

争
体
験
と
は
「
戦
争
の
悲
惨
さ
」
を
語
る
こ
と
で
平
和
を
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
民
衆
に
よ
る
「
歴
史
の
教
訓
」
で
あ
り
、
特
に
日
本
に
お
い
て
特
別
な
意
味
を
持

つ
概
念
で
あ
る（

3

。）

実
際
に
多
く
の
人
が
「
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
私
達
、
戦
争
体
験
者
が
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
な
こ
と
な
の

だ
」
と
語
る
よ
う
に（

4

、）

戦
争
体
験
と
は
単
な
る
戦
時
下
の
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
体

験
者
が
特
定
の
立
場
に
立
ち
、
主
張
を
持
つ
語
り
と
し
て
自
身
の
体
験
を
再
構
築
し

た
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
意
図
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
戦
争
体
験
に
は
体
験
者
の
属

性
・
認
識
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
戦
中
派
と
し
て
有
名
な
安
田
武
が

自
身
の
戦
争
体
験
に
つ
い
て
「
そ
の
体
験
を
抜
き
に
し
て
、
僕
の
今
日
は
無
な
の
だ
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府
中
市
を
扱
う
理
由
と
し
て
戦
災
が
少
な
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
長
期
に
わ

た
っ
て
複
数
の
戦
争
体
験
集
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る

が
、
府
中
市
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、
平
成
二
十

三
年
（
二
〇
一
一
）
に
一
冊
ず
つ
、
合
計
三
冊
の
戦
争
体
験
集
を
刊
行
し
て
い
る（

8

。）

こ
の
数
は
周
辺
の
北
多
摩
南
部
地
域
で
は
武
蔵
野
市
の
四
冊
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
る
。

武
蔵
野
市
の
四
冊
が
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
と

い
う
短
期
間
に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
府
中
市
の
戦
争

体
験
集
の
刊
行
時
期
及
び
冊
数
は
長
期
的
な
分
析
に
向
く
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本

稿
で
は
府
中
市
を
扱
う
。

　

本
文
の
分
析
に
先
立
ち
、
府
中
市
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
東
京
都
府
中
市

は
東
京
都
の
中
央
部
に
位
置
す
る
（【
図
１
】）、
人
口
約
二
十
六
万
人
（
令
和
六
年
十

月
現
在
）
の
自
治
体
で
あ
る
。
古
代
に
は
武
蔵
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
が
推
定

が
少
な
く
特
徴
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
た
な
い
自
治
体
の
戦
争
体
験
は

ど
の
よ
う
な
記
録
と
し
て
成
立
す
る
の

か
。
本
稿
で
は
特
徴
的
な
戦
争
体
験
を

持
た
な
い
自
治
体
と
し
て
東
京
都
府
中

市
の
事
例
を
分
析
し
、
自
治
体
に
よ
る

戦
争
体
験
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の

際
、
戦
争
体
験
に
お
け
る
一
般
性
と
自

治
体
の
固
有
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

に
着
目
し
、
戦
争
体
験
の
内
容
・
性
質

の
変
化
に
つ
い
て
長
期
的
な
分
析
を
試

み
る
。

か
ら
」
と
述
べ
る
よ
う
に（

5

、）

彼
の
戦
争
体
験
に
は
戦
中
派
な
ら
で
は
の
強
烈
な
体
験

へ
の
執
着
、
他
の
世
代
へ
の
語
り
づ
ら
さ
が
特
徴
と
し
て
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で

は
、
一
方
で
最
初
か
ら
集
団
に
お
け
る
戦
争
体
験
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
は
ど

の
よ
う
に
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
改
め
て
考
え
た
い
。
例
え
ば
、
福
間
が
分

析
対
象
と
し
て
扱
っ
た
『
き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
は
「
日
本
戦
歿
学
生
の
手
記
」

と
い
う
副
題
の
通
り
戦
没
学
生
の
体
験
と
い
う
特
徴
を
持
つ（

6

。）

ま
た
沖
縄
県
伊
江
村

の
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
伊
江
島
の
戦
中
・
戦
後
体
験
記
録
』
は
伊

江
村
民
が
体
験
し
た
激
し
い
地
上
戦
の
様
子
が
特
徴
的
な
体
験
集
で
あ
る（

7

。）

こ
れ
ら

の
戦
争
体
験
は
同
じ
集
団
に
属
す
る
人
々
の
共
通
体
験
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
個
人
の
戦
争
体
験
と
は
異
な
り
、
集
団
に
よ
る
戦
争
体
験
と
し
て
提
示
す

る
場
合
に
は
、
集
団
に
属
す
る
人
々
の
個
々
の
要
素
か
ら
そ
の
集
団
に
共
通
す
る
固

有
の
要
素
を
意
図
的
に
抽
出
し
て
集
団
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
定
め
、
そ

れ
を
も
と
に
ひ
と
つ
の
戦
争
体
験
と
し
て
成
立
さ
せ
る
と
い
う
作
業
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
な
か
に
は
戦
没
学
徒
や
沖
縄
戦
と
い
っ
た
特
徴
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
た
ず
に
、
戦
争
体
験
を
ま
と
め
る
集
団
も
存
在
す
る
。
本
稿
が
取
り
上
げ
る

の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
自
治
体
で

あ
る
。
彼
ら
は
平
和
事
業
の
一
環
で
戦
争
体
験
集
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
普
遍
的
な
も
の
が
多
く
、
自
治
体
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
薄
い
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
自
治
体
の
戦
争
体
験
に
焦
点
が
当
た
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
全
国

に
目
を
向
け
る
と
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
自
治
体
の
方
が
多
く
、
広
島
や
長
崎
、
沖

縄
と
い
っ
た
特
殊
な
体
験
を
持
つ
自
治
体
が
明
確
な
主
張
を
も
っ
て
刊
行
す
る
事
例

の
方
が
少
数
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
特
殊
事
例
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
体
験
の
代
表
的
な
存
在
と

し
て
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
一
方
で
表
立
つ
こ
と

【図１】 府中市位置関係図  （Map-It マップイット（c））
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中
心
を
古
代
に
据
え
て
紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
府
中
市
は
古
代
に
由
来
す
る
も

の
を
中
心
に
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
る
自
治
体
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
自
治
体
が

戦
争
体
験
を
扱
う
と
き
、
地
域
の
固
有
性
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
、
本
文
で
検
討
し
て
い
く
。

　

最
後
に
本
稿
の
構
成
を
確
認
す
る
。
第
一
章
で
は
府
中
市
が
刊
行
し
た
三
冊
の
戦

争
体
験
集
を
分
析
し
、
府
中
市
が
語
る
戦
争
体
験
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
く

第
二
章
で
は
市
の
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
白
糸
台
掩
体
壕
と
い
う
戦
争
遺

跡
に
つ
い
て
扱
い
、
府
中
市
に
お
い
て
戦
争
遺
跡
が
果
た
す
役
割
を
検
討
す
る
。
抽

象
的
な
戦
争
体
験
の
語
り
と
具
体
的
な
戦
争
遺
跡
の
分
析
を
通
し
て
、
府
中
市
の
扱

う
戦
争
体
験
に
つ
い
て
全
体
的
な
検
討
を
試
み
る
。

一
　
戦
争
体
験
集
の
刊
行

　

本
章
で
は
府
中
市
が
発
行
し
た
戦
争
体
験
集
に
つ
い
て
扱
う
。
府
中
市
が
発
行
し

た
戦
争
体
験
集
は
現
在
三
冊
が
確
認
で
き
る
。
①
戦
後
四
十
年
に
発
行
し
た
『
戦
火

の
回
想
―
戦
争
体
験
集
―
』（
以
下
『
戦
火
の
回
想
』）、
②
府
中
市
の
平
和
都
市
宣
言

十
周
年
に
際
し
て
発
行
し
た
『
戦
争
の
記
憶
と
平
和
へ
の
お
も
い
』（
以
下
『
平
和
へ

の
お
も
い
』）、
③
同
じ
く
平
和
都
市
宣
言
二
十
五
周
年
記
念
誌
の
『
い
ま 

あ
の
時
代

を 
伝
え
た
い
』（
以
下
『
あ
の
時
代
』）
で
あ
る（

13

。）

本
章
で
は
こ
の
三
冊
の
概
要
・
内

容
の
変
化
を
追
い
、
府
中
市
が
語
る
戦
争
体
験
の
性
質
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

①
『
戦
火
の
回
想
』

　

府
中
市
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
平
和
都
市
宣
言
を
発
表
し
て
お
り
、

そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
本
書
は
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
に
は
戦
争
体
験
に
限
ら

さ
れ
て
お
り
、
国
司
が
国
内
の
諸
神
を
奉
斎
す
る
惣
社
で
あ
る
六
所
宮
（
現
・
大
國

魂
神
社
）
も
設
置
さ
れ
た
。
中
世
で
は
甲
州
街
道
や
鎌
倉
街
道
の
陸
上
交
通
、
多
摩

川
の
河
川
交
通
の
接
点
と
し
て
発
達
し
、
交
易
の
拠
点
と
も
な
っ
た
。
近
世
に
は
甲

州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
慶
長
期
に
は
徳
川
家
康
が
放
鷹
に
来
た
と
言
わ
れ

て
お
り
徳
川
将
軍
家
の
府
中
御
殿
跡
の
遺
構
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
九
年
の

役
に
際
し
て
源
頼
義
・
義
家
親
子
が
寄
進
し
、
家
康
が
補
植
し
た
馬
場
大
門
の
ケ
ヤ

キ
並
木
は
現
在
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

近
代
に
入
り
大
正
期
や
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
京
王
電
気
軌
道
（
現
・
京
王
電
鉄

京
王
線
）
や
南
武
鉄
道
（
現
・
Ｊ
Ｒ
南
武
線
）
に
よ
る
鉄
道
網
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
以
降
も
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
東
京
競
馬
場
、
同
十
年
（
一
九
三
五
）
に

は
府
中
刑
務
所
な
ど
の
大
規
模
な
公
共
施
設
が
造
ら
れ
、
地
域
の
開
発
が
進
ん
だ
。

こ
の
開
発
の
流
れ
は
戦
時
期
に
入
っ
て
も
継
続
さ
れ
た
。
三
多
摩
地
域
が
軍
需
工
業

地
帯
と
な
る
な
か
で（

9

、）

府
中
に
も
日
本
製
鋼
所
武
蔵
製
作
所
、
陸
軍
燃
料
廠
、
東
京

芝
浦
電
気
株
式
会
社
府
中
工
場
、
日
本
小
型
飛
行
機
株
式
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ

れ
、
工
業
化
が
大
き
く
進
展
し
た（

10

。）

そ
し
て
戦
後
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

に
府
中
町
、
多
磨
村
、
西
府
村
が
合
併
し
、
現
在
の
府
中
市
が
誕
生
す
る（

11

。）

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
府
中
市
は
、
地
域
振
興
の
た
め
に
歴
史
を
扱

う
際
、
主
に
古
代
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
国
史
跡
武
蔵
国
府
跡

（
大
國
魂
神
社
境
内
）
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
」
は
「
歴
史
の
ま
ち
府
中
を

多
く
の
方
に
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
」
と
し
て
平
成
二
十
三

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
あ
る
（
設
立
自
体
は
昭
和
四
十
二
年
）。

一
階
に
は
展
示
の
中
心
と
な
る
「
国
府
資
料
展
示
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

「
武
蔵
国
府
跡
や
そ
の
関
連
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
、
古
代
国
府
を
中
心
と
し
た

市
の
歴
史
や
文
化
に
関
し
て
紹
介
」
し
て
い
る
と
の
説
明
文
の
通
り（

12

、）

市
の
歴
史
の
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『
戦
火
の
回
想
』
の
編
集
側
は
燃
料
廠
の
体
験
を
集
め
る
た
め
に
、「
貴
殿
に
も
「
旧

陸
軍
燃
料
廠
の
思
い
出
」
の
一
項
を
是
非
書
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
封
書
を
送
り
、

体
験
記
を
募
っ
た
と
い
う（

14

。）

執
筆
者
は
軍
人
や
軍
属
さ
ま
ざ
ま
で
、
会
計
部
や
人
事

室
勤
務
な
ど
の
事
務
的
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
人
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
彼
ら
は

燃
料
廠
内
の
様
子
や
自
身
の
仕
事
内
容
な
ど
多
種
多
様
な
体
験
を
語
っ
て
い
る
が
、

彼
ら
の
記
述
に
は
燃
料
廠
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
意
識
が
共
通
し
て
う
か
が
え
る（

15
。）

　

こ
こ
で
は
例
と
し
て
小
枝
幾
久
雄
の
体
験
に
着
目
す
る
。
彼
は
燃
料
廠
内
の
研
究

部
門
に
配
属
さ
れ
て
い
た
軍
人
と
推
測
さ
れ
、
自
身
も
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
そ
の
た
め
か
、
彼
は
燃
料
廠
で
働
い
て
い
た
技
術
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

こ
れ
等
の
優
秀
な
人
材
は
戦
後
に
華
を
開
い
た
。
敗
戦
に
よ
り
焦
土
と
化
し
た

日
本
の
復
興
に
力
を
か
し
、
や
が
て
来
る
高
度
成
長
期
の
石
油
産
業
、
化
学
工

業
や
石
油
化
学
の
業
界
に
あ
っ
て
指
導
的
役
割
を
果
し
、
又
多
く
の
大
学
教
授

を
輩
出
し
教
育
に
科
学
技
術
の
発
展
に
と
貢
献
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
、
文
化
勲
章
の
受
賞
に
輝
く
京
大
名
誉
教
授
、
福
井
謙
一
先
生
で
あ
る

こ
と
を
我
々
は
誇
り
と
し
て
い
る
。

　

小
枝
は
燃
料
廠
の
技
術
者
た
ち
が
戦
後
日
本
の
復
興
に
一
役
買
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
福
井
謙
一
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
日
本
人
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
昭
和
十
六
年
に
京
都
帝
国
大
学
大
学

院
（
現
・
京
都
大
学
大
学
院
）
に
入
学
す
る
傍
ら
陸
軍
技
術
将
校
（
終
戦
時
は
少
佐
）

と
し
て
燃
料
廠
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
研
究
活
動
を
行
っ
た（

16

。）

　

小
枝
の
ほ
か
に
も
燃
料
廠
で
の
体
験
を
肯
定
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。「
陸
軍
燃

ず
、
当
時
の
作
文
や
日
記
、
町
役
場
の
事
務
報
告
書
、
府
中
に
出
さ
れ
た
警
戒
警

報
・
空
襲
警
報
の
一
覧
表
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
資
料
集
の
側
面
も
見
ら
れ
る
。

　

戦
争
体
験
は
第
一
章
「
市
民
の
戦
争
体
験
記
」、
第
三
章
「
旧
陸
軍
燃
料
廠
の
思

い
出
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
が
銃
後
の
様
子
や
戦
場
で
の
体
験
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
扱
っ
て
い
る
一
方
で
、
第
三
章
は
旧
陸
軍
燃
料
廠
で
の
体
験
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
。

　

第
一
章
に
掲
載
さ
れ
た
戦
争
体
験
は
十
七
編
あ
る
。
そ
の
う
ち
十
編
は
府
中
で
の

体
験
で
、
当
時
の
町
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
で
戦
場
で
の
体
験
は
四
編
に
過

ぎ
ず
、
全
体
的
に
銃
後
で
の
体
験
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
府
中

に
は
大
き
な
空
襲
は
な
か
っ
た
た
め
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
体
験
の
大
半
は
戦

時
下
に
お
け
る
町
や
生
活
の
様
子
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
食
糧
不
足
や
空
襲
警
報
が

出
さ
れ
防
空
壕
に
逃
げ
た
こ
と
と
い
っ
た
苦
し
く
不
安
な
思
い
が
描
か
れ
る
も
の

の
、
過
激
な
描
写
は
少
な
い
。
他
方
、
戦
場
で
の
体
験
に
は
「
将
兵
の
白
骨
化
し
た

姿
」
や
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
戦
闘
の
様
子
な
ど
の
過
酷
な
体
験
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら

の
体
験
は
当
時
十
一
歳
か
ら
四
十
二
歳
の
幅
広
い
層
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。
し
か
し

執
筆
者
た
ち
の
終
戦
時
に
お
け
る
平
均
年
齢
は
約
二
十
五
歳
で
あ
り
、
大
人
目
線
で

の
体
験
談
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
旧
陸
軍
燃
料
廠
（
以
下
、
燃
料
廠
）
で
の
体
験
に
特
化
し
て
い
る
。
燃

料
廠
は
陸
軍
が
自
ら
の
手
で
航
空
機
等
の
燃
料
や
潤
滑
油
を
確
保
す
る
た
め
に
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
（
翌
年
に
勅
令
機
関
と
し
て
正

式
に
発
足
）。
も
と
も
と
本
部
は
小
石
川
陸
軍
造
兵
廠
（
現
・
小
石
川
後
楽
園
敷
地
内
）

に
設
置
さ
れ
府
中
に
は
研
究
部
の
み
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

に
本
部
が
府
中
に
移
転
し
た
た
め
、
多
く
の
職
員
が
府
中
へ
転
居
・
通
勤
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
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料
廠
は
ほ
ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
」「
結
婚
も
せ
ず
一
人
で
生
き
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
す
ば
ら
し
い
想
い
出
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
存
じ
ま
す
」
と
青
春
の

思
い
出
と
し
て
述
懐
す
る
も
の（

17

、）

燃
料
廠
の
設
立
に
伴
い
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
を
指
摘
し
、「
今
日
の
府
中
市
の
発
展
は
陸
軍
燃
料
廠
の
府
中
進
出
に
よ
る
こ

と
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
評
す
る
も
の
も
あ
る（

18

。）

こ
の
よ
う
な
評
価

は
、
燃
料
廠
に
在
職
し
て
い
た
人
々
が
戦
後
に
「
陸
燃
会
」
と
い
う
組
織
を
結
成

し
、
燃
料
廠
跡
（
現
・
航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
）
に
記
念
碑
を
設
置
し
た
こ
と
で
も
う

か
が
え
る
（【
図
２
】）。
記
念
碑
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
「
陸
軍
燃
料
本

部
の
歴
史
と
業
績
を
追
憶
す
る
」
目
的
で
建
碑
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た（

19

。）

　

以
上
の
よ
う
に
、『
戦
火
の
回
想
』
は
銃
後
の
様
子
、
特
に
府
中
の
体
験
が
多
く

収
録
さ
れ
た
。
な
か
で
も
燃
料
廠
で
の
体
験
に
は
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、
府
中
固

有
の
体
験
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

②
『
戦
争
の
記
憶
と
平
和
へ
の
お
も
い
』

『
平
和
へ
の
お
も
い
』
は
府
中
市
の
平
和
都
市
宣
言
十
周
年
に
発
行
さ
れ
た
記
念
誌

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
戦
争
に
限
ら
ず
、
平
和
に
つ
い
て
の
府
中
市
民
の
体
験
や

意
見
を
で
き
る
限
り
幅
広
く
収
録
」
す
る
こ
と
が
編
集
方
針
と
さ
れ
た（

20

。）

本
書
は
そ

の
方
針
に
沿
い
、
戦
争
体
験
記
だ
け
で
な
く
、
同
じ
く
十
周
年
記
念
事
業
で
行
わ
れ

た
広
島
へ
の
市
民
派
遣
の
感
想
文
、
ま
た
小
中
学
生
ら
の
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
応

募
作
文
な
ど
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
戦
争
に
は
触
れ
ず
に
人
種
問

題
、
障
が
い
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
傾
向
の
本
書
で
、
第
一
章
「
戦
争
の
記
憶
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い

る
も
の
は
三
十
四
編
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
空
襲
」
七
編
、「
銃
後
」
四
編
、「
女

性
」
五
編
、「
原
爆
」
八
編
、「
戦
地
」
六
編
、「
兵
士
」
四
編
に
分
類
さ
れ
て
い

【図２】 陸軍燃料本部跡の記念碑  令和6年10月  （提供：航空自衛隊府中基地）  
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想
』
と
比
べ
、
よ
り
一
般
性
の
高
い
内
容
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

③
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』

　

本
書
は
府
中
市
の
平
和
都
市
宣
言
二
十
五
周
年
を
記
念
し
た
冊
子
で
あ
る
。『
平

和
へ
の
お
も
い
』
と
い
う
先
例
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
戦
後
も
六
十
五
年
と
な
る
こ

の
時
期
に
、
改
め
て
発
刊
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
刊
行
が
決
ま
っ
た（

22

。）

　

本
書
は
前
二
冊
と
異
な
り
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
す
べ
て
が
戦
争
体
験
記
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
第
一
章
「
戦
時
の
生
活
と
思
い
」
九
編
、
第
二

章
「
空
襲
」
五
編
、
第
三
章
「
軍
隊
で
の
体
験
」
二
編
、
第
四
章
「
戦
地
で
の
体

験
」
九
編
、
寄
稿
一
編
の
合
計
二
十
六
編
で
あ
る
。『
平
和
へ
の
お
も
い
』
に
比
べ

て
数
は
少
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
編
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
。
ま
た
分
類

ご
と
に
章
分
け
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
第
一
章
「
戦
時
の
生
活
と
思
い
」
に
も
空
襲

の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
第
二
章
「
空
襲
」
と
併
せ
て
食
糧
不
足
や

空
襲
に
つ
い
て
な
ど
、
最
末
期
の
過
酷
な
体
験
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お

本
書
も
府
中
で
の
体
験
は
一
編
の
み
で
あ
り
、『
平
和
へ
の
お
も
い
』
同
様
に
固
有

性
の
消
失
が
指
摘
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
記
は
す
べ
て
応
募
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
市

の
職
員
が
応
募
者
を
直
接
訪
ね
、
話
を
聞
い
て
文
章
に
起
こ
す
場
合
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
の
際
、
人
々
は
応
募
し
た
動
機
に
つ
い
て
、「
十
年
前
で
は
話
さ
な
か
っ
た

が
、
こ
の
先
十
年
後
に
話
せ
る
保
証
は
な
い
。
今
だ
か
ら
、
話
し
て
伝
え
て
お
き
た

い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
発
言
か
ら
は
体
験
を
語
る
に
あ
た
り
、
過
去
と
未
来

の
時
間
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、『
あ
の
時
代
』
の
最
大
の
特
徴

は
終
戦
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
、
時
間
的
な
長
さ
に
あ
る
。
例
え
ば
『
あ
の

時
代
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
計
二
十
六
編
の
体
験
記
の
う
ち
、
戦
争
当
時
の
年
齢
が

る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
が
分
類
名
の
通
り
の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
章
の
収
録
数
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
全
体
的
に
空
襲
や
原
爆
の
被
害

に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
が
多
く
、『
戦
火
の
回
想
』
と
比
べ
て
、
よ
り
戦
争
の
悲
惨

さ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
『
戦
火
の
回
想
』
と
異
な
り
、
本
書
に
は
府
中
以
外
の
体
験
が
多
数
収
録
さ

れ
て
い
る
。
府
中
で
の
体
験
だ
と
判
明
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
一
編
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
内
容
は
食
糧
不
足
に
よ
る
飢
餓
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
平
和

へ
の
お
も
い
』
に
は
よ
り
全
国
的
な
体
験
が
収
録
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
府
中
固
有

の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
終
戦
か
ら
五
十
三
年
、『
戦
火

の
回
想
』
刊
行
か
ら
十
二
年
の
間
に
行
わ
れ
た
人
の
死
去
や
移
動
、
そ
し
て
戦
争
当

時
で
は
な
く
募
集
当
時
の
府
中
市
民
を
対
象
と
し
て
募
集
を
行
っ
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
先
述
の
通
り
、
本
書
は
戦
争
体
験
記
以
外
に
も
平
和
に
関
す
る
市
民
の
思
い

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
第
二
章
「
平
和
へ
の
旅
・
広
島
」
に
は

市
民
の
広
島
派
遣
事
業
の
参
加
者
の
感
想
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
た
ち
は

現
地
で
関
連
施
設
を
見
学
し
、
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た
平
和
記
念
式
典
に
参
列
し

た
。
そ
の
感
想
を
「
何
ご
と
も
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
あ
り
ま
す
。「
広
島

を
知
ら
ず
し
て
平
和
を
語
る
な
か
れ
」
と
い
わ
れ
る
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
記
し
て
い
る（

21

。）

参
加
者
た
ち
が
見
学
し
た
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
は
平
成

八
年
（
一
九
九
六
）
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
広
い
範
囲
の
平
和
に

つ
い
て
扱
う
と
い
う
本
書
の
趣
旨
に
沿
っ
た
企
画
だ
と
言
え
る
。
こ
の
企
画
に
よ
っ

て
参
加
者
た
ち
は
府
中
以
外
の
一
般
性
の
高
い
戦
争
体
験
に
触
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
平
和
へ
の
お
も
い
』
に
は
府
中
以
外
の
全
国
的
な
体
験
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
広
島
を
通
じ
た
平
和
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
戦
火
の
回
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中
学
生
以
下
と
推
定
さ
れ
る
体
験
は
十
五
編
と
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
体
験
者

た
ち
の
高
齢
化
及
び
体
験
当
時
の
年
齢
の
低
下
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
時
間
の
経

過
に
伴
っ
て
過
去
と
の
向
き
合
い
方
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
と
し
て
、
酒
井
恵
美
子
「
終
戦
前
後
の
こ
と
な
ど
」
を
確
認
す
る（

23

。）

彼
女
は
一

番
話
し
た
か
っ
た
こ
と
を
「
あ
の
こ
ろ
の
人
情
の
豊
か
さ
」
だ
と
言
い
、「
今
は
物

が
沢
山
あ
り
ま
す
が
心
が
貧
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
」「
当
時
は
物
が
沢
山
あ
れ
ば

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
今
揃
っ
て
み
る
と
、
物
は
揃
っ
た
け
れ
ど

も
、
人
間
関
係
と
か
そ
う
い
う
気
持
ち
の
面
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
」
と
語
る
。
酒
井
は
現
在
（
平
成
二
十
三
年
当
時
）
と
比
較
し
て
、
当
時
の
心
の

豊
か
さ
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
他
の
体
験
談
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
記
述
か
ら
は
現
在
の
状
況
へ
の
批
判
意
識
、
そ
し
て
戦
時
下
を
肯
定
的
に
評
価

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
意
識
は
『
戦
火
の
回
想
』
で
見
ら
れ
た
燃
料
廠
へ
の
意
識
と
同
様
に
肯
定
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
の
方
法
は
異
な
る
。
燃
料
廠
へ
の
評
価
は
、
技
術
力

に
対
す
る
強
い
自
負
心
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
一
方
、『
あ
の
時
代
』
で
見
ら
れ
る

心
の
豊
か
さ
に
対
す
る
評
価
は
、
現
在
へ
の
批
判
意
識
を
も
と
に
過
去
と
比
較
し
た

結
果
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
過
酷
な
体
験
が
思
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人

助
け
が
あ
っ
た
と
い
う
良
い
記
憶
・
感
情
の
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
辛
い
、
苦
し
い
と
い
っ
た
感
情
は
思
い
起
こ
さ
れ
な
い
。
戦
後
六
十
六
年
と
い

う
時
間
の
経
過
に
よ
る
記
憶
・
感
情
の
風
化
及
び
美
化
が
起
き
た
の
で
あ
り
、
現
在

と
連
続
し
な
い
相
対
的
な
回
想
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、『
戦
火
の
回
想
』
刊
行

と
『
あ
の
時
代
』
刊
行
の
間
の
約
十
五
年
と
い
う
時
間
の
経
過
は
、
体
験
者
に
も
戦

争
と
の
隔
絶
を
生
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
回
想
の
仕
方
に
変
化
と
し
て
現
れ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
あ
の
時
代
』
も
『
平
和
へ
の
お
も
い
』
同
様
に
、
一
般
性
の
高
い

戦
争
体
験
集
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
回
想
の
仕
方
に
も
変
化
が
見
ら

れ
、
体
験
者
に
と
っ
て
戦
争
体
験
の
持
つ
意
味
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
、
府
中
市
が
刊
行
し
た
三
冊
の
戦
争
体
験
集
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら

の
変
遷
か
ら
は
、
府
中
固
有
の
体
験
が
失
わ
れ
、
次
第
に
全
体
的
な
戦
争
体
験
に
寄

っ
て
い
く
過
程
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
変
化
に
は
多
様
な
戦
争
体
験
が
収
録
さ
れ
る
こ

と
で
読
者
が
戦
争
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
利

点
は
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
燃
料
廠
と
い
う
地
域
の
歴
史
が
失
わ
れ
る
危
険
性
が
生

じ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

府
中
市
が
全
体
的
な
方
向
へ
と
方
針
を
進
め
て
き
た
の
は
、
府
中
に
戦
争
に
ま
つ

わ
る
象
徴
的
な
出
来
事
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
燃
料
廠
が
自
治
体
の
固
有
性

と
し
て
機
能
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
確
か
に
、
燃
料
廠
は
市
民
全
体

に
関
係
し
た
施
設
で
は
な
く
、
ま
た
記
念
碑
も
現
在
は
航
空
自
衛
隊
基
地
内
に
あ
る

た
め
一
般
的
な
公
開
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
人
々
の
記
憶
に
の
み
残
る

存
在
で
あ
り
、
語
り
継
ぐ
積
極
的
な
活
動
が
な
け
れ
ば
風
化
し
て
し
ま
う
立
場
に
あ

る
。
先
述
の
陸
燃
会
の
活
動
は
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
現
在
確
認
で
き
ず
、
燃
料

廠
は
府
中
市
民
で
あ
っ
て
も
知
る
人
の
少
な
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
す

な
わ
ち
、
現
在
語
ら
れ
る
府
中
市
の
戦
争
体
験
は
府
中
市
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

全
国
一
般
に
共
通
す
る
典
型
的
な
戦
争
体
験
に
落
ち
着
い
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
原
因
は
、
当
時
の
市
民
が
死
去
・
移
動
に
よ
っ
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
府
中
市
に
は
求
め
ら
れ
る
戦
争
体
験
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
の
二
点
が

考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
後
者
の
求
め
ら
れ
る
戦
争
体

験
と
は
、
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
よ
り
印
象
的
で
教
育
効
果
が
高
い
戦
争
体
験
の
こ
と
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二
　
戦
争
遺
跡
の
活
用

　

本
章
で
は
府
中
市
の
戦
争
遺
跡
で
あ
る
白
糸
台
掩
体
壕
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
戦

争
遺
跡
に
よ
っ
て
、
府
中
市
の
体
験
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
以

下
、
検
討
し
て
い
く
。

　

白
糸
台
掩
体
壕
は
府
中
市
が
有
す
る
戦
争
遺
跡
の
一
つ
で
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

る
（
口
絵
2
）。
掩
体
壕
と
は
敵
の
空
襲
か
ら
飛
行
機
を
守
る
た
め
に
造
ら
れ
た
格

納
施
設
で
あ
り
、調
布
飛
行
場
周
辺
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
有
蓋
掩
体
壕
、

草
木
で
覆
わ
れ
た
だ
け
の
無
蓋
掩
体
壕
あ
わ
せ
て
約
八
十
基
の
掩
体
壕
が
設
置
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
戦
後
に
取
り
壊
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
東
京
都
内
で
現
存
し

て
い
る
も
の
は
三
鷹
市
に
二
基
、
府
中
市
に
二
基
の
み
で
あ
る（

26

。）

　

白
糸
台
掩
体
壕
は
そ
の
う
ち
の
一
基
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
府

中
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
武
蔵
国
府
跡
（
国
指
定
文
化
財
）
や
府
中
高
札

場
（
東
京
都
指
定
文
化
財
）
な
ど
、
古
代
や
近
世
の
文
化
財
が
目
立
つ
府
中
市
に
お

い
て
近
代
以
降
の
文
化
財
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
ひ
と
き
わ
異

彩
を
放
つ
。
本
章
で
は
白
糸
台
掩
体
壕
が
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
過
程

と
そ
の
活
用
方
法
を
分
析
し
、
府
中
市
に
お
い
て
戦
争
遺
跡
が
果
た
す
役
割
を
検
討

す
る
。

　

白
糸
台
掩
体
壕
を
含
め
た
調
布
飛
行
場
周
辺
の
掩
体
壕
は
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）

の
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
物
資
不
足
の
な
か
大
急

ぎ
で
造
ら
れ
た
よ
う
で
、
文
化
財
の
登
録
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
か
ら
は
材
料

や
構
造
に
よ
っ
て
当
時
の
杜
撰
な
工
事
の
様
子
が
示
さ
れ
た
。
当
時
、
調
布
飛
行
場

に
は
飛
行
第
二
四
四
戦
隊
が
配
属
さ
れ
て
お
り
、
三
式
戦
闘
機
「
飛
燕
」
な
ど
が
配

を
指
す
。

　

事
例
を
詳
述
す
る
と
、
教
育
現
場
に
お
い
て
両
親
・
祖
父
母
か
ら
戦
争
体
験
を
聞

き
取
り
、
そ
れ
を
教
材
と
し
て
授
業
を
進
め
る
と
い
う
学
習
方
法
が
一
九
七
〇
年
代

か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
や
方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は

し
ば
し
ば
「
な
つ
か
し
い
思
い
出
話
と
し
て
語
ら
れ
る
場
合
も
多
く
、
本
当
の
悲
惨

や
苦
し
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
例
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、「
父
母
の

戦
争
体
験
を
た
だ
子
ど
も
に
掘
り
起
こ
さ
せ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
教
室
の
子
ど

も
の
父
母
の
戦
争
体
験
か
ら
教
材
と
な
り
得
る
も
の
を
選
択
し
て
整
理
」
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
教
材
と
す
る
た
め
戦
争
体
験
の
取
捨
選
択
を
行
う

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

24

。）

す
な
わ
ち
、
教
師
た
ち
は
平
和
学
習
の
た
め

に
空
襲
や
戦
場
で
の
体
験
の
よ
う
に
、
よ
り
悲
惨
で
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
戦
争
体
験

を
求
め
て
い
た
の
だ
。
特
に
苦
労
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
戦
争
体
験
で
は
戦
争
の
悲

惨
さ
を
伝
え
る
よ
う
な
想
定
し
て
い
た
学
習
が
行
え
な
い
た
め
、
教
師
に
と
っ
て
は

不
要
な
戦
争
体
験
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
効
果
が
高
く
、
語
り
継
が
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
戦
争
体

験
が
あ
る
一
方
で
、
語
り
継
が
れ
る
に
値
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
戦
争
体
験
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
戦
争
体
験
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
、
教
育
現
場
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
稀
な
の
だ（

25

。）

そ
の
た
め
、
府
中
市
で
も
教

育
効
果
が
期
待
で
き
る
一
般
性
の
高
い
戦
争
体
験
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
戦
争
に
関
す
る
府
中
市
の
固
有
性
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
市
内
の
戦
争
遺
跡
を
分
析
し
、
現
在
継
承
さ
れ
て
い
る
府
中
固
有
の

体
験
を
検
討
す
る
。
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備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
「
飛
燕
」
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で

造
ら
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た（

27

。）

　

終
戦
後
、
調
布
飛
行
場
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
、
掩
体
壕
は
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
そ
の
後
、
掩
体
壕
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
詳
細
は
残
さ
れ
て

い
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
そ
の
多
く
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
も

う
一
つ
の
府
中
市
内
の
掩
体
壕
で
あ
る
朝
日
町
掩
体
壕
の
よ
う
に
、
倉
庫
と
し
て
利

用
さ
れ
民
家
の
敷
地
内
に
残
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
例
は
稀
で
あ
り
、
白
糸
台
掩
体
壕
も
一
九
八
〇
年
代
に
は
周
辺
の
水
道
工
事
の

邪
魔
に
な
り
撤
去
費
に
約
二
百
万
円
が
か
か
る
な
ど
、「
厄
介
な
戦
争
の
遺
物
」
と

認
識
さ
れ
た
過
去
が
あ
る（

28

。）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
平
成
八
年
に
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
戦
争
遺
跡
を
保
存
す
る
機
運
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
掩
体
壕
登
録
の
先
例
と
し
て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
す
で
に
大
分
県
宇

佐
市
が
城
井
一
号
掩
体
壕
を
市
指
定
史
跡
の
文
化
財
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
府
中

市
は
こ
れ
の
後
を
追
っ
て
登
録
す
る
形
と
な
っ
た
。

　

府
中
市
に
お
け
る
保
存
へ
の
具
体
的
な
活
動
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
始

ま
る
。
府
中
市
・
三
鷹
市
の
両
市
民
か
ら
「
調
布
飛
行
場
の
掩
体
ご
う
の
保
存
に
関

す
る
陳
情
書
」
が
当
時
の
府
中
市
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
内
容
は
①
白

糸
台
掩
体
壕
を
小
公
園
と
し
て
保
存
・
整
備
し
、
説
明
板
を
設
置
す
る
こ
と
、
②
掩

体
壕
を
府
中
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た（

29

。）

　

市
で
は
こ
の
陳
情
を
受
け
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
保
存
整
備
を
決
定

し
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
平
成
二
十
年
に
市
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
そ
し

て
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
保
存
整
備
工
事
が
完
了
し
、
一
般
公
開
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
陳
情
書
の
要
望
の
通
り
、
白
糸
台
掩
体
壕
周
辺
は
小
さ
な
公
園
と
し
て

【
図

４
】

旧
陸

軍
調

布
飛

行
場

白
糸

台
掩

体
壕

説
明

板
　

令
和

6
年

11
月

3
日

（
筆

者
撮

影
）

整
備
さ
れ
、
説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
説
明
板
に
は
「
調
布
飛
行
場
」「
掩
体

壕
」「
戦
闘
機
「
飛
燕
」」「
旧
陸
軍
調
布
飛
行
場
白
糸
台
掩
体
壕
」
の
四
項
目
が
設

け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
解
説
だ
け
で
は
な
く

掩
体
壕
の
復
元
図
や
当
時
の
写
真
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
府
中
に
軍
用
機
が

あ
っ
た
時
代
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
掩
体
壕
本
体
の
入
り
口
部
分
に
は
柵
が

設
け
ら
れ
て
お
り
内
部
に
は
入
れ
な
い
も
の
の
、
地
面
に
は
「
飛
燕
」
の
実
寸
大
の

大
き
さ
を
金
具
と
テ
ー
プ
に
よ
り
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
様
は
、
見
学
者
に

当
時
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
手
助
け
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
整
備
さ
れ
た
白
糸
台
掩
体
壕
は
、
現
在
小
学
校
・
中
学
校

の
教
材
に
掲
載
さ
れ
、
学
校
教
育
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
府
中
市
内
で
使
わ

れ
て
い
る
中
学
校
社
会
科
の
副
読
本
『
郷
土
府
中
』
に
は
燃
料
廠
と
と
も
に
白
糸
台

掩
体
壕
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
以
下
、
該
当
部
分
を
引
用
す
る（

30

。）

　

日
本
本
土
へ
の
空
襲
は
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
）
４
月
か
ら
始
ま
り
、
１

９
４
４
年
（
昭
和
１
９
）
の
秋
頃
か
ら
４
５
年
に
か
け
て
本
格
的
に
行
わ
れ
、

関
東
各
地
で
も
多
大
な
被
害
が
広
が
っ
た
。

　

府
中
に
お
い
て
も
空
襲
に
備
え
、
陸
軍
調
布
飛
行
場
の
戦
闘
機
「
飛
燕
」
を

隠
す
た
め
掩
体
壕
が
白
糸
台
に
つ
く
ら
れ
た
。
な
お
、
府
中
で
は
、
八
王
子
や

立
川
に
比
べ
て
大
規
模
な
空
襲
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
空
襲
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
説
明
を
行
っ
た
後
、
府
中
に
焦
点
を
当
て

て
掩
体
壕
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
全
体
的
な
視
点
か
ら
府
中
市
と
い
う
身
近
な

視
点
へ
移
行
さ
せ
、
中
学
生
に
当
時
の
府
中
も
例
外
な
く
空
襲
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
い
る
。
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ま
た
白
糸
台
掩
体
壕
は
、
府
中
市
だ
け
で
は
な
く
全
国
規
模
の
教
科
書
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
教
育
出
版
株
式
会
社
が
発
行
し
て
い
る
社
会
科
の
教
科
書
『
小
学
社

会 
６
上
』
は
「
軍
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
府
中
市
に
は
、
空
襲
で
破
壊
さ
れ
な
い
よ

う
に
航
空
機
を
か
く
し
た
壕
（
掩
体
壕
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
子
ど
も
た
ち
が
住
ん
で
い
る
足
元

の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
」「
戦
争
体
験
者
が
年
々
減
っ
て
い

る
中
で
、
戦
争
遺
跡
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
従
来
以
上
に
大
切
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

狙
い
の
も
と
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

31

。）

こ
こ
か
ら
は
戦
争
遺
跡
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
に
戦
争
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。

　

他
方
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
一
般
に
向
け
て
の
公
開
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

直
近
で
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
百
式
司
令
部
偵
察
機
の
尾

翼
と
と
も
に
、
同
年
の
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
に
際
し
て
内
部
公
開
が
行
わ
れ
た（

32

。）

　

こ
の
よ
う
に
白
糸
台
掩
体
壕
は
教
育
現
場
、
一
般
双
方
に
向
け
て
公
開
・
活
用
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
戦
時
下
の
府
中
に
つ
い
て
で
あ
り
、

白
糸
台
掩
体
壕
と
い
う
戦
争
遺
跡
を
媒
体
と
し
て
、
こ
の
地
に
も
等
し
く
戦
争
が
あ

っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
白
糸

台
掩
体
壕
が
学
習
の
き
っ
か
け
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
だ
。『
小
学
社

会 

６
上
』
で
は
白
糸
台
掩
体
壕
に
よ
っ
て
戦
争
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
意
図
を
確

認
し
た
が
、
言
葉
を
変
え
る
と
、
白
糸
台
掩
体
壕
が
戦
争
学
習
の
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
整
備
段
階
に
お
け

る
市
議
会
で
の
発
言
か
ら
も
、
府
中
市
が
同
様
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
詳
述
す
る
と
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
市
議
会
に
お
い
て
掩

体
壕
の
活
用
方
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
に
議
員
か
ら
「
子
供
た
ち
に
府
中
市
の
近

現
代
史
を
知
っ
て
も
ら
う
手
が
か
り
と
し
て
、
う
ま
く
、
こ
う
し
た
史
跡
を
取
り
上

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
要
望
が
な
さ
れ
た
。
府
中
市
側
も
「
地
域
に

お
け
る
児
童
・
生
徒
の
郷
土
学
習
の
教
材
と
し
て
も
、
戦
争
の
事
実
を
伝
え
る
数
少

な
い
遺
産
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
回

答
す
る
や
り
と
り
が
あ
っ
た（

33

。）

一
連
の
発
言
か
ら
は
白
糸
台
掩
体
壕
に
地
域
学
習

の
「
手
が
か
り
」
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ

ち
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
戦
争
学
習
と
地
域
学
習
の
「
手
が
か
り
」
と
い
う
役
割
を
期

待
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
広
く
深
い
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
掩
体
壕
に
限
ら
な
い
戦
時
下
に
お
け
る
府
中
全
体
の

体
験
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
全
体
的
な
戦
争
に
つ
い
て
の
学
習
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
は
府
中
市
に
先
立
っ
て
掩
体
壕
の
保
存
・
整
備
を
進
め
た
大
分
県
宇
佐
市
も

同
様
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
。
宇
佐
市
は
現
在
、
掩
体
壕
な
ど
の
戦
争
遺
跡
を
軸
と

し
た
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
を
計
画
中
だ
が
、
そ
こ
で
は
戦
争
遺
跡
に
「
我
が

ま
ち
も
戦
場
で
あ
っ
た
」
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、「
平
和
の
大
切
さ
と
命
の
尊
さ
」

を
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
実
物
資
料
と
し
て
の
価
値
づ
け
を
し
て
い
る（

34

。）

　

以
上
の
よ
う
に
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
府
中
市
に
お
け
る
戦
争
遺
跡
と
し
て
保
存
・

整
備
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
広
く
学
習
の
「
手
が
か
り
」
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ

れ
、
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
白
糸
台
掩
体
壕
の
知
名
度
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
白
糸
台
掩
体
壕
は

現
在
、
市
民
に
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
現
状
に
あ
る
。「
は
じ
め
に
」

で
述
べ
た
よ
う
に
府
中
市
は
大
國
魂
神
社
や
国
府
跡
と
い
っ
た
古
代
に
由
来
す
る
も

の
を
中
心
に
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
府
中
市
の

観
光
資
源
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
周
知
の
た
め
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
白
糸
台
掩
体
壕
は
注
目
を
浴
び
府
中
市
に
人
を
呼

ぶ
た
め
の
史
跡
で
は
な
く
、
保
存
・
整
備
が
な
さ
れ
、
存
在
す
る
こ
と
に
意
味
の
あ
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る
史
跡
な
の
で
あ
る
。
戦
争
に
つ
い
て
学
習
す
る
に
あ
た
っ
て
、
未
知
か
ら
知
へ
の

転
換
点
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
域
に
戦
争
遺
跡
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
常
に
人
々
の
意
識
の
な
か
に
存
在
す
る
必
要
は
な
い

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
戦
争
体
験
集
と
戦
争
遺
跡
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
府
中
市
の
戦
争
体
験
に

つ
い
て
概
観
し
た
。
府
中
市
は
戦
争
に
よ
る
被
害
の
少
な
か
っ
た
自
治
体
で
あ
り
、

現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
戦
争
体
験
は
地
域
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
全
国
に
共

通
す
る
体
験
が
幅
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
掩
体
壕
は
府
中
市
に
固
有
の
戦

争
遺
跡
で
は
な
い
も
の
の
、
調
布
飛
行
場
と
い
う
地
域
の
体
験
・
記
憶
を
伝
え
る
役

割
を
果
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
現
在
の
府
中
市
が
語
る
戦
争
体
験
に
は
一
般
性
の
高
い
も
の
と
地
域

固
有
の
も
の
の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
戦
争
体

験
集
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
日
本
全
国
に
共
通
す
る
体
験
で
あ
り
、
後
者
は
戦
争
遺

跡
に
よ
っ
て
地
域
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ト
と
モ
ノ
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
記
憶
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

戦
争
体
験
の
継
承
を
議
論
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
ヒ
ト
か
ら
モ
ノ
へ
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
す
で
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
り
、
体
験
者
の
減
少
に
伴
い
、
戦
争
体
験
を
継
承
す
る
媒
体
が
「
ヒ
ト
か
ら

モ
ノ
へ
」
変
わ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
モ
ノ
に
つ
い
て
特
に
定
義
は
な
い
が
、

戦
争
遺
跡
が
想
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

府
中
市
の
事
例
で
も
ヒ
ト
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
地
域
固
有
の
戦
争
体
験
は
次
第

に
縮
小
し
、
モ
ノ
に
よ
る
継
承
に
移
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争
遺
跡
は
あ
く
ま

で
も
学
習
の
た
め
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
戦
争

体
験
集
や
市
史
な
ど
の
他
の
媒
体
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
た
め
の
戦
争
体
験
集
が
地
域
固
有
の
体
験
を
語
ら
ず
、
一
般
的
な
戦
争
体

験
の
み
を
伝
え
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
域
固
有
の
戦
争
体
験
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
モ
ノ
に
よ
る
戦
争
体
験
の
継
承
は
、
ど

う
し
て
も
学
習
者
の
想
像
力
に
よ
る
部
分
が
大
き
く
、
モ
ノ
単
体
に
よ
る
詳
細
な
体

験
の
継
承
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
府
中
市
は
白
糸
台
掩
体
壕
だ
け
で
は
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
地
域
の
戦
争
体
験
を
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か（

35

。）

　

戦
争
体
験
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
府
中
市
に
限
ら
な
い
。「
は
じ
め
に
」

で
述
べ
た
通
り
、
全
国
に
は
戦
争
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
な
い
自
治
体
の
方
が

多
く
、
な
か
に
は
戦
争
遺
跡
さ
え
有
し
な
い
自
治
体
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
自
治

体
が
す
べ
て
一
般
的
な
戦
争
体
験
の
み
を
継
承
し
て
い
く
と
、
戦
争
体
験
が
典
型
化

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
よ
り
多
様
な
戦
争
体
験
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
各

自
治
体
が
地
域
固
有
の
戦
争
体
験
を
継
承
し
て
い
く
努
力
を
続
け
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

注（
１
）	
成
田
龍
一
『「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史
―
語
ら
れ
た
体
験
／
証
言
／
記
憶
―
』
岩
波
書

店
、
二
〇
一
〇
年
。
福
間
良
明
『「
戦
争
体
験
」
の
戦
後
史
―
世
代
・
教
養
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
―
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
２
）	

本
稿
で
は
こ
の
定
義
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
体
験
・
経
験
に
も
と
づ
く
体
験
者

の
語
り
に
限
ら
ず
、
遺
跡
や
当
時
の
資
料
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
戦
時
下
の
記
憶
な
ど

も
含
め
、
戦
争
体
験
と
し
て
扱
う
。
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『
戦
火
の
回
想
―
戦
争
体
験
集
―
』
府
中
市
、
一
九
八
六
年
、
②
府
中
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
部
社
会
教
育
課
編
『
戦
争
の
記
憶
と
平
和
へ
の
お
も
い
』
府
中
市
、
一
九
九

八
年
、
③
府
中
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
編
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』
府
中
市
、
二
〇
一
一
年
。

（
14
）	

勅
使
河
原
昭
二
「
陸
軍
燃
料
廠
時
代
の
思
い
出
」（
前
掲
13
『
戦
火
の
回
想
』
一
〇
四

～
一
〇
六
頁
）。

（
15
）	

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
体
験
記
が
燃
料
廠
を
賛
美
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
軍
隊
式
の

服
務
規
定
に
よ
る
厳
し
い
生
活
や
、
上
官
か
ら
の
理
不
尽
な
暴
力
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	

「
福
井
謙
一
博
士
略
年
譜
」（https://w

w
w.fukui.kyoto-u.ac.jp/Fukui/nenpu.

htm
l

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
十
月
十
日
）。

（
17
）	

天
野
タ
カ
子
「
陸
軍
燃
料
廠
の
想
い
出
」（
前
掲
13
『
戦
火
の
回
想
』
一
〇
八
頁
）。

（
18
）	

吉
野
亥
太
郎
「
府
中
町
と
陸
軍
燃
料
廠
」（
前
掲
13
『
戦
火
の
回
想
』
九
八
頁
）。
実
際

に
、
燃
料
廠
の
設
立
に
際
し
て
、
勤
務
者
た
ち
の
住
宅
地
が
建
設
さ
れ
た
り
通
勤
の
た

め
の
駅
が
整
備
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
町
の
整
備
が
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
住
宅
地
や
駅

は
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	

「
陸
軍
燃
料
本
部
跡
の
記
念
碑
に
つ
い
て
」（
前
掲
13
『
戦
火
の
回
想
』
一
一
一
～
一
一

四
頁
）。

（
20
）	

「
府
中
市
平
和
都
市
宣
言
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
（
答
申
）」
府
中
市
平
和
都
市
宣

言
十
周
年
記
念
事
業
検
討
協
議
会
、
一
九
九
六
年
。

（
21
）	

大
沢
克
昭
氏
の
感
想
文
よ
り
引
用
（
前
掲
13
『
平
和
へ
の
お
も
い
』
一
〇
四
頁
）。

（
22
）	

府
中
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
企
画
係
「
編
集
後
記
～
お
わ
り
に
か

え
て
」（
前
掲
13
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』
二
三
三
頁
）。

（
23
）	

前
掲
13
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』
七
一
～
七
五
頁
。

（
24
）	

阪
上
順
夫 

編
著
『
戦
争
体
験
の
教
材
化
と
授
業 

』〈
社
会
科
教
育
全
書 

一
〉
明
治
図

書
出
版
、
一
九
七
五
年
、
二
一
～
二
六
頁
。

（
25
）	
そ
の
意
味
で
、『
あ
の
時
代
』
に
収
録
さ
れ
た
藤
沢
偉
作
の
「
軍
隊
で
苦
労
し
な
か
っ

（
３
）	

赤
澤
史
朗
「「
戦
争
体
験
論
」
の
成
立
」（『
歴
史
評
論
』
第
八
二
〇
号
、
歴
史
科
学
協

議
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
４
）	

府
中
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
編
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』

府
中
市
、
二
〇
一
一
年
、
八
頁
。

（
５
）	
安
田
武
「
な
ぜ
戦
争
体
験
に
固
執
す
る
の
か
」（『
近
代
日
本
の
名
著
』
第
九
、
徳
間
書

店
、
一
九
六
六
年
）
三
一
五
頁
。

（
６
）	

『
き
け 

わ
だ
つ
み
の
こ
え 

―
日
本
戦
歿
学
生
の
手
記
―
』
東
大
協
同
組
合
出
版
部
、

一
九
四
九
年
初
版
。

（
７
）	

『
伊
江
島
の
戦
中
・
戦
後
体
験
記
録
』
伊
江
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
年
。

（
８
）	

な
お
、
三
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
行
政
組
織
と
教
育
委
員
会
と
発
行
元
が
異
な
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
両
組
織
を
広
く
自
治
体
と
し
て
扱
い
、
詳
細
な
分
析
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
９
）	

機
械
工
業
の
盛
ん
な
京
浜
地
区
の
飽
和
状
態
を
受
け
、
昭
和
初
期
か
ら
す
で
に
関
連
工

場
が
三
多
摩
地
域
に
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
そ
の
流
れ

は
い
っ
そ
う
活
性
化
し
、
府
中
市
を
含
め
た
三
多
摩
地
域
は
軍
需
工
業
地
帯
と
し
て
整

備
さ
れ
、
一
帯
に
は
多
く
の
軍
需
工
場
が
設
置
さ
れ
た
。
周
囲
に
は
中
島
飛
行
機
三
鷹

研
究
所
（
三
鷹
市
）
や
陸
軍
技
術
研
究
所
（
小
金
井
市
）、
陸
軍
航
空
工
廠
（
昭
島
市
）

等
が
設
立
さ
れ
た
（
府
中
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
府
中
市
史
』
中
巻
、
府
中
市
、
一

九
七
四
年
、
七
三
三
～
七
三
四
頁
）。

（
10
）	

府
中
市
の
歴
史
に
つ
い
て
は
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（Japan Know

ledge 

参

照
）、『
府
中
市
史
』
に
よ
る
。

（
11
）	

そ
の
た
め
、
現
在
の
府
中
市
域
に
該
当
す
る
当
時
の
府
中
地
域
を
「
府
中
」、
現
在
の

自
治
体
・
行
政
組
織
と
し
て
の
府
中
を
「
府
中
市
」
と
し
て
本
稿
で
は
記
述
す
る
。

（
12
）	

「
ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
」（https://www.city.fuchu.tokyo.jp/shisetu/kom

yunite/
gekijo/fuchurekishikann/hurusatorekisikann.htm

l

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年

十
一
月
七
日
）。

（
13
）	

そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
府
中
市
企
画
調
整
部
企
画
課
編
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自治体の戦争体験における一般性と地域固有性―東京都府中市の事例分析から—

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

土
屋
心
（
つ
ち
や
・
こ
こ
ろ
）　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
東
京
都
生
ま
れ
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
比
較
社
会
文
化
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
比
較
社
会
文
化
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
所
属
。

現
在
、
昭
和
館
学
芸
部
勤
務
。

論
文
：「
日
清
戦
争
を
め
ぐ
る
商
業
界
の「
戦
争
」認
識

︱
人
々
の
職
業
生
活
の
視
点
か
ら

︱
」（『
お

茶
の
水
史
学
』
第
六
十
八
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
人
文
科
学
科
比
較
歴
史
学
コ
ー
ス
内

読
史
会
、
二
〇
二
五
年
三
月
）。

（
34
）	

「
宇
佐
市
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
宇
佐
市
、
二
〇
一

五
年
、
一
～
二
十
五
頁
。
神
田
麻
衣
子
「
戦
争
遺
跡
の
保
存
・
継
承
の
現
状
と
課
題
」

（『
学
位
論
文
梗
概
集
』
筑
波
大
学
世
界
遺
産
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
博
士
前
期
課
程
、
二

〇
二
〇
年
）。

（
35
）	

そ
の
よ
う
な
活
動
に
関
し
て
、
現
在
、
府
中
市
は
五
十
年
ぶ
り
に
『
新
府
中
市
史
』
を

平
成
三
十
一
年
以
降
順
次
刊
行
し
て
い
る
。
資
料
集
か
ら
刊
行
し
て
お
り
、
戦
時
下
に

関
し
て
は
令
和
三
年
に
『
近
現
代
資
料
編
』
中
巻
が
、
令
和
六
年
に
『
近
現
代
通
史

編
』
の
上
下
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
戦
時
下
の
府
中
市
の
出
来
事
や
様
子
が
記

さ
れ
て
お
り
、
白
糸
台
掩
体
壕
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

た
話
」
は
貴
重
で
あ
る
。
彼
は
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
・
筑
波
大
学
）
を
卒
業
後
、

戦
地
に
行
か
な
く
て
い
い
こ
と
、
海
軍
の
方
が
ス
マ
ー
ト
で
格
好
が
い
い
と
い
う
理
由

か
ら
海
軍
技
術
見
習
尉
官
に
進
ん
だ
。
入
団
後
は
訓
練
の
苦
労
な
ど
は
あ
っ
た
が
、
海

軍
電
測
学
校
の
数
学
教
官
と
し
て
着
任
し
た
後
は
本
を
読
み
ふ
け
る
生
活
を
送
っ
て
お

り
、「
こ
ん
な
生
活
な
ら
何
年
つ
づ
い
て
も
よ
い
」
と
い
う
戦
時
下
を
送
っ
た
。
藤
沢

は
「
み
な
さ
ん
苦
労
さ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
る
話
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
の
よ
う

に
あ
ま
り
苦
労
し
な
か
っ
た
者
の
話
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
、
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
語
り
始
め
る
が
、
事
実
、
彼
の
話
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が

戦
時
下
の
苦
労
話
な
の
で
あ
る
（
前
掲
13
『
い
ま 

あ
の
時
代
を 

伝
え
た
い
』
一
一
六

～
一
二
三
頁
）。

（
26
）	

『
白
糸
台
掩
体
壕
保
存
整
備
に
伴
う
調
査
報
告
書
』
府
中
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八

年
三
月
。

（
27
）	

前
掲
26
『
白
糸
台
掩
体
壕
保
存
整
備
に
伴
う
調
査
報
告
書
』。

（
28
）	

「
厄
介
な
戦
争
の
遺
物 

府
中
の
軍
用
機
疎
開
掩
体
壕
」（『
東
京
新
聞
』
一
九
八
三
年
四

月
三
日
）。

（
29
）	

「
平
成
十
五
年
第
一
回
定
例
会
（
第
三
号
）」（「
府
中
市
議
会　

会
議
録
検
索
」http:/

w
w

w
.city.fuchu.tokyo.dbsr.jp/

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
十
一
月
十
九
日
）。

（
30
）	

「
戦
中
・
戦
後
期
の
府
中
」（『
郷
土
府
中
』
府
中
市
、
二
〇
一
七
年
）。

（
31
）	

「
戦
争
遺
跡 

教
科
書
に 

府
中
の
掩
体
壕 

市
民
団
体
「
整
備
を
」」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇

一
〇
年
十
月
三
日
）。

（
32
）	

「
市
史
跡 

旧
陸
軍
調
布
飛
行
場 

白
糸
台
掩
体
壕 

＆ 

百
式
司
令
部
偵
察
機
の
尾
翼 

特
別
公

	

開
」（「
府
中
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」http://w

w
w.city.fuchu.tokyo.jp/event/

	
bunka/ShiraitodaiEntaigoExhibition.htm

l

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
十
月

三
十
日
）。

（
33
）	

「
平
成
二
十
二
年
第
二
回
定
例
会
（
第
十
号
）」（「
府
中
市
議
会　
会
議
録
検
索
」http://
	

w
w

w
.city.fuchu.tokyo.dbsr.jp/

、
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
十
一
月
十
九
日
）。


